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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 2,326 10.5 △14 ― △23 ― △12 ―
24年3月期第2四半期 2,105 △18.2 10 △75.2 3 △91.1 △13 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △47,439百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △24,104百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △34.42 ―
24年3月期第2四半期 △36.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 6,597 1,683 25.5 4,622.79
24年3月期 6,276 1,742 27.8 4,783.04
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  1,683百万円 24年3月期  1,742百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
25年3月期 ― ―
25年3月期（予想） ― 30.00 30.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,100 △1.9 75 △50.0 55 △57.7 45 △50.0 123.55



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 400,000 株 24年3月期 400,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 35,783 株 24年3月期 35,783 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 364,217 株 24年3月期2Q 364,217 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)における日本の経済情勢は、復興関連

の需要によって一時的に活性化の動きがあったものの、長引く円高情勢の影響を受ける形で低調に推移しておりま

す。更には欧州の債務問題やアジア圏の国交問題など不安要素が大きくなっていることから、依然として先行き不

透明な状況が続いております。  

 住宅産業においては、今期７月以降新設住宅着工件数の推移が前年度を下回る状況となり、更には消費税増税法

案の可決で今後住宅市場の動きが読みづらい状況となりました。一方で、既存住宅のリフォーム需要は市場に大き

な広がりを見せており、今後ますます消費者の目線が移っていくものと考えられます。 

 このような環境の中で当社グループの状況は、伸び悩みが予想される住宅需要に対し、高齢者向けの介護リフォ

ームの提案や、木材問屋ならではの材料を生かした分譲住宅を建設することによって、一般消費者への販路拡大に

努めております。また既存取引先への販売戦略としては、新商品や法規制変更などの情報提供と幅広い商品群をフ

ルに活用し、顧客ニーズの発掘を進めて営業活動に活かしております。 

 営業本部におきましては、工務店・販売店へのトータル受注を促進するためプランボードによるパッケージ提案

や取扱商品の定期的な情報提供、新商品の説明会などを実施して、取引先とのパイプをより太くする提案をしてま

いりました。９月には倉庫改装を各営業部で行い、リニューアルセールと題して得意先担当者をお迎えし、直接商

品の品質や品揃えを確認してもらうことで当社の存在感をアピールしました。また５月発足の住環境事業部では、

工務店・販売店向けにプランニングした介護リフォームを切り口として、新規開拓に努めております。 

 市場本部におきましては、当第２四半期会計期間では分譲住宅物件１棟及び注文住宅物件１棟の販売を行うこと

が出来ましたが、瑞穂市物件の販売が予定通りに進展しなかったことから、利益を確保することが出来ませんでし

た。また、リフォーム事業につきましても契約件数は増えるものの、売上拡大には寄与することが出来ない状況が

続きました。 

 不動産事業におきましては、連結子会社の株式会社三重ナゴヤホームズの分譲マンションが施工途上であるた

め、この部分につきましては売上を確保することが出来ませんでしたが、賃貸物件においては安定的な収入を継続

して確保することができました。 

 以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は2,326百万円（前年同期比220百万円増、

10.5％増）、経常損失は23百万円（前年実績は３百万円の経常利益）となりました。特別利益として投資有価証券

売却益25百万円を計上する一方で、特別損失として貸倒引当金繰入額５百万円を計上しました結果、四半期純損失

は12百万円（前年実績は13百万円の四半期純損失）となりました。 

   

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末（平成24年９月30日現在）の当社グループの財政状態は、第１四半期に引き続き

分譲物件の開発が進展していることにより、たな卸資産が前連結会計年度末に比較して382百万円増加しました。

一方で仕入を抑制しているため、仕入債務は前連結会計年度末に比較して105百万円の減少となりました。 

 有形固定資産では特に設備投資等がなく、減価償却の進行によって前連結会計年度末に比較して15百万円の減少

となりました。投資有価証券につきましては、ヨーロッパ経済不安の収束見込みが立たない影響から株価が下落し

ており、売却部分も合わせて前連結会計年度末に比較して54百万円減少しました。 

 また、分譲物件開発資金を有利子負債にて調達していることから、借入金残高は前連結会計年度末に比較して

502百万円増加しました。これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結会計年度末に比較して９百万円減少し

ております。 

 この結果、負債純資産合計額が前連結会計年度末に比較して321百万円増加したことを主要因として、自己資本

比率は前連結会計年度末に比較して2.3ポイント減少の25.5％となりました。 

   

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

  通期の連結業績予想につきましては、昨今の景況及び業績動向を踏まえ、平成24年５月11日に発表した予想を修

正しております。詳細につきましては平成24年11月７日に発表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」

をご覧ください。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当該事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 当該事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、この変更に伴う影響は軽微であります。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 613,360 603,783

受取手形及び売掛金 887,687 870,529

商品及び製品 483,162 700,253

仕掛品 553,651 719,415

その他 65,776 89,300

貸倒引当金 △5,150 △4,200

流動資産合計 2,598,488 2,979,080

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 550,024 534,255

有形固定資産合計 3,111,635 3,095,866

無形固定資産 2,207 2,131

投資その他の資産   

投資有価証券 478,070 423,634

その他 116,305 131,710

貸倒引当金 △30,561 △35,191

投資その他の資産合計 563,814 520,153

固定資産合計 3,677,657 3,618,151

資産合計 6,276,146 6,597,232

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,046,167 940,554

短期借入金 1,024,000 1,220,000

1年内返済予定の長期借入金 752,421 1,037,589

未払法人税等 2,124 2,534

賞与引当金 15,000 15,000

役員賞与引当金 5,600 －

その他 94,002 98,584

流動負債合計 2,939,315 3,314,262

固定負債   

長期借入金 736,950 758,620

繰延税金負債 610,699 593,666

退職給付引当金 92,562 96,610

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,605 128,605

その他 18,800 14,619

固定負債合計 1,594,768 1,599,272

負債合計 4,534,083 4,913,535



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,518,435 1,494,971

自己株式 △107,730 △107,730

株主資本合計 1,617,272 1,593,808

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 124,790 89,888

その他の包括利益累計額合計 124,790 89,888

純資産合計 1,742,063 1,683,697

負債純資産合計 6,276,146 6,597,232



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,105,878 2,326,408

売上原価 1,707,772 1,921,732

売上総利益 398,106 404,676

販売費及び一般管理費 387,500 418,720

営業利益又は営業損失（△） 10,606 △14,043

営業外収益   

受取利息 93 80

受取配当金 7,811 9,910

仕入割引 7,083 6,616

その他 2,340 2,356

営業外収益合計 17,329 18,963

営業外費用   

支払利息 20,403 23,738

売上割引 4,242 5,117

その他 35 13

営業外費用合計 24,682 28,869

経常利益又は経常損失（△） 3,252 △23,950

特別利益   

投資有価証券売却益 － 25,464

特別利益合計 － 25,464

特別損失   

固定資産処分損 275 －

貸倒引当金繰入額 － 5,380

特別損失合計 275 5,380

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,977 △3,865

法人税、住民税及び事業税 1,139 3,007

法人税等調整額 14,954 5,663

法人税等合計 16,094 8,671

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,117 △12,537

四半期純損失（△） △13,117 △12,537



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,117 △12,537

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,987 △34,901

その他の包括利益合計 △10,987 △34,901

四半期包括利益 △24,104 △47,439

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △24,104 △47,439

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  1,746,415  194,615  164,848  2,105,878

セグメント間の内部売上高又は振替高  13,442  23,150  －  36,593

計  1,759,858  217,765  164,848  2,142,472

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △43,295  3,016  76,511  36,231

利益 金額

報告セグメント計  36,231

セグメント間取引消去  1,163

全社費用（注）  △34,142

四半期連結損益計算書の経常利益  3,252

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  1,905,726  208,676  212,005  2,326,408

セグメント間の内部売上高又は振替高  17,788  14,095  240  32,124

計  1,923,515  222,772  212,245  2,358,533

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △52,577  △27,327  83,814  3,909



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

  

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

利益 金額

報告セグメント計  3,909

セグメント間取引消去  630

全社費用（注）  △28,490

四半期連結損益計算書の経常損失（△）  △23,950

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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